
（注）単位未満四捨五入のため増減等において一致しない場合がある。

（単位：百万円）

　

令和６年度　山形県公営企業会計決算の概要
令和７年７月

企 業 局

１ 電気事業

（注）単位未満四捨五入のため増減等において一致しない場合がある。

４ 公営企業資産運用事業

○水力14、太陽光１、風力１の16発電所で発電

○東北電力や新電力会社（やまがた新電力等）に売電

≪主な増減要因等≫

○水力発電は、倉沢発電所のリニューアル工事に伴う

発電停止等により販売電力量・料金収入ともに減

○風力発電は、前年度より風況が不良であったことに

より販売電力量・料金収入ともに減

⑷ 今後の主な事業

○倉沢発電所リニューアル(H30～R11) 約136億円

○肘折発電所リニューアル(H30～R10) 約65億円

○朝日川第二発電所リニューアル及び

朝日川連絡送電線更新(R5～R18) 約94億円

○木川ダム老朽化対策(R6～R15) 約38億円

○４広域水道用水供給事業を実施

（村山、最上、置賜、庄内）

○11市12町に水道用水を供給

○[置賜]米沢赤芝線整備事業(R4～R7) ６億円

○浄水場等の各種施設・設備更新(R5～R9) 33億円

○県営駐車場、県民ゴルフ場及び緑町会館を運営

○その他資産の管理・運用

○[駐 車 場]大規模改修(管理システム、消火設備等)

○[ゴルフ場]大規模改修(コース管理、給湯設備等)

○[緑町会館]大規模改修(屋根・外壁、消火設備等)

○３工業用水道事業を実施

（酒田、八幡原(米沢市)、福田(新庄市)）

○給水先の企業は54社・61事業所

⑵ 損 益 減収・減益

決算概要（４事業合計）

⑴ 事業の構成
⑶ 直近５か年の損益状況
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（単位：百万円）

合計
2,046
277

1,660
109

うち一般会計繰出金 100

純　利　益

処分(案)
他会計繰出金
建設改良等積立金
減債積立金

⑴ 事業概要 増収・減益

⑴ 事業概要

⑷ 今後の主な事業

⑴ 事業概要

⑷ 今後の主な事業

⑴ 事業概要

３ 工業用水道事業

２ 水道用水供給事業

≪主な増減要因等≫

○八幡原・福田で給水量・料金収入ともに減となったものの

酒田の給水量増により合計では給水量・収入ともに増

○企業債の償還に充当する減債積立金 277百万円

○老朽化等を見据えた今後のリニューアル工事等の建設改良等積立金 1,660百万円

○電気事業会計から他会計への繰出金 109百万円（うち一般会計100百万円）

⑷ 利益処分案

⑶ 損 益

○総収益は、リニューアル工事に伴い発生した鉄くずの

売却収入の増等により前年度比0.5％の増

○総費用は、リニューアル工事に伴う撤去工事費の増等

により前年度比14.2%の増

○純利益は、1,407百万円となり前年度比30.0％の減

（単位　販売電力量：千kWh、料金収入：百万円）

Ｒ６年度 Ｒ５年度 増減
販売電力量 301,382 370,516 △ 69,134
料 金 収 入 5,467 5,627 △ 159
販売電力量 17,879 18,329 △ 450
料 金 収 入 399 407 △ 8
販売電力量 1,087 1,297 △ 210
料 金 収 入 39 47 △ 8

(△17.9%)
320,348 390,142 △ 69,794

(△2.9%)
5,905 6,080 △ 175

合　計

風　力

太陽光

水　力

販売電力量

料 金 収 入

（単位：百万円）

Ｒ６年度 Ｒ５年度

総 収 益 6,497 6,466 30 (0.5%)
総 費 用 5,090 4,457 633 (14.2%)
純 利 益 1,407 2,010 △ 603 (△30.0%)

増減

⑵ 業務量及び料金収入
（単位　給水量：千㎥、料金収入：百万円）

Ｒ６年度 Ｒ５年度 増減
給 水 量 12,290 11,347 944
料 金 収 入 369 342 27
給 水 量 3,252 3,547 △ 294
料 金 収 入 99 107 △ 8
給 水 量 749 775 △ 26
料 金 収 入 23 25 △ 1

(4.0%)
16,292 15,669 623

(3.8%)
492 474 18

酒　田

八幡原

福　田

合　計
給 水 量

料 金 収 入

⑶ 損 益 減収・減益

○総収益は、送水管路耐震化工事に係る市町からの受託

工事収益の減等により前年度比1.3％の減

○総費用は、Ｒ６年７月の豪雨に伴い発生した浄水処理

経費の増等により前年度比3.7％の増

○純利益は、473百万円となり前年度比37.6％の減

≪主な増減要因等≫

○村山・庄内において、受水市町の使用水量が前年度

を下回ったこと等により給水量・料金収入ともに減

⑵ 業務量及び料金収入

（単位　給水量：千㎥、料金収入：百万円）

Ｒ６年度 Ｒ５年度 増減
給 水 量 29,170 29,354 △ 184
料 金 収 入 2,018 2,024 △ 6
給 水 量 4,929 4,852 77
料 金 収 入 364 365 △ 1
給 水 量 15,390 14,985 405
料 金 収 入 1,011 1,010 2
給 水 量 22,153 22,566 △ 413
料 金 収 入 1,693 1,704 △ 10

(△0.2%)
71,641 71,757 △ 115

(△0.3%)
5,086 5,102 △ 16

村　山

最　上

庄　内

合　計
給 水 量

料 金 収 入

置　賜

（単位：百万円）

Ｒ６年度 Ｒ５年度

総 収 益 6,247 6,328 △ 81 (△1.3%)
総 費 用 5,774 5,570 204 (3.7%)
純 利 益 473 758 △ 285 (△37.6%)

増減

増収・増益

○総収益は、資金運用に伴う利息収入の増等により前

年度比13.7％の増

○総費用は、委託費の増等により前年度比8.0％の増

○純利益は、40百万円となり前年度比36.9％の増
≪主な増減要因等≫

[駐 車 場]近隣イベント開催の減等により駐車台数は減

[ゴルフ場]前年度より雪解けが早く、営業日数増により

利用者数は増

⑵ 業 務 量

（単位：百万円）

Ｒ６年度 Ｒ５年度

総 収 益 167 147 20 (13.7%)
総 費 用 128 118 9 (8.0%)
純 利 益 40 29 11 (36.9%)

増減

電気 水道
工水 資産

⑶ 損 益

⑵ 業務量及び料金収入

○[酒田]耐震化事業（R2～R13) 17億円

○[酒田]遊摺部浄水場リニューアル 事業費未定

減収・増益

（単位：百万円）

Ｒ６年度 Ｒ５年度

総 収 益 571 579 △ 8 (△1.5%)
総 費 用 445 454 △ 9 (△2.0%)
純 利 益 126 126 1 (0.4%)

増減

○総収益は、酒田工業用水道における塩水遡上対策に充

てるための電気事業会計からの繰入れの減等により前

年度比1.5％の減

○総費用は、塩水遡上対策費の減等により前年度比2.0％

の減

○純利益は、126百万円となり前年度比0.4％の増

⑶ 損 益

⑷ 今後の主な事業

（単位：百万円）

Ｒ６年度 Ｒ５年度

総収益 13,482 13,521 △ 39 (△0.3%)
総費用 11,435 10,598 837 (7.9%)
純利益 2,046 2,922 △ 876 (△30.0%)

増減
総収益 46.3％48.2％

4.2

％

1.3％

純利益 68.8％ 23.1％
6.2

％

1.9％

※販売電力量は大幅に減少したものの、R６年度からの売電単

価上昇により、料金収入への影響は少額に抑えられた。

→R６当初予算どおり

（R７当初は２億円に増額）

※FIT（固定価格買取制度）認定発電所については、

R11年３月末以降、順次、認定期間満了となる予定

Ｒ６年度 Ｒ５年度 増減
78,267 80,858 △ 2,591
28,561 27,543 1,018

14 14 0

県営駐車場 駐車台数

県民ゴルフ場 利用者数

緑町会館 入居団体数

（単位　駐車台数：台、利用者数：人、入居団体数：団体）


